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自己紹介文  これまで、日本国内の大学、日本語学校、そして地域の日本語

教室で日本語教育に関わる仕事をしてきました。また、海外の大

学や語学学校でも日本語教育に携わってきました。そこで感じた

ことは、自分に合った学習方法を知っていて、それを効果的に使

える学習者はどんな学習環境にあっても、日本語の習得が進むと

いうことです。右の写真の『教室』という本の第二部では、教育

現場における私個人の能力観、学習観、教育観の変遷を紹介して

います。 

 それらの経験から、効率的な学習者が使用している学習ストラ



テジーはどのようなものか、そして、

そのような学習ストラテジーを身につ

けるために、語学教師はどのような学

習支援ができるのかに興味を持つよう

になりました。 

 現在は、学習ストラテジーの中でも

特にメタ認知ストラテジー、そして、

学習者オートノミーに興味を持ってい

ます。学習者オートノミーというは、

学習者が自身の課題やニーズを意識

し、それに基づいて到達目標や学習計

画を立案し、計画を遂行し、その結果を評価しながら、再度到達

目標や学習計画を再計画する能力を指します。どのような学習環

境を提供すれば、そして、どのような学習支援をすれば学習者オ

ートノミーが促進できるのか。今はそれを実現するためのコース

デザイン、教室活動に焦点を当てたアクション・リサーチを中心

に行っています。 

受験生へのメッセージ  現場で日本語を教えている教師の中には、なぜうまく行かない

のだろう、こうすればもっと習得が進むのではないか、という疑

問を感じながら日々の教壇に立っている方も多いのではないで

しょうか。私自身、海外や国内の日本語教育機関で日本語教師と

して働きながら様々な疑問を感じていました。その疑問に対する

答えを探ってみたいと思い、大学院の門をたたきました。教育と

いうのは一人一人個性のある人間を相手にしているわけですか

ら、誰にでもどこでも通用するベストな方法は存在しません。た

だし、学習者個々人に

とって、よりよい方法

はあると思います。そ

のような方法を考え

るのが教育方法論だ

と考えています。現役

の学部生の皆さんも

もちろんですが、この

ような問題意識を持

った現職の日本語教

師の皆さんも大歓迎

 

『日本語教育の過去・現

在・未来 第3巻 教室』 

 

教室での学習活動と実践共同体における実

践を結びつけける教室 



です。教室や学習環境を構成する要因にはどのようなものがある

か、そして、どのような要因が学習を促進し、どのような要因が

阻害するのか。学習を促進する環境を作り上げていくために教師

はどのような支援ができるのか。こんな疑問点を感じている方

は、ぜひ一緒にその要因について一緒に考えてみましょう。 

 


